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社会福祉士にできること 
３月１１日、自分の職場から徒歩で帰宅した私は、歩きながら道の向こうに見えた火の塊に目を疑いました。市原市のコン

ビナート火災の炎は、千葉市若葉区からはっきり確認することができました。自宅に着いてからみたＴＶでは、津波が何もか

もを飲み込んで内陸まで押し寄せる映像を目の当たりにし、連続する余震と緊急地震速報に人間の無力さを感じずにはいら

れませんでした。原発の状況を伝える報道に、不安と恐怖を覚えたのは私だけではなかったと思います。それと同時に自分

にできることはないか。何もしなくていいのか。１人の人間として何かできることがないだろうか。多くの方が、そのように考え

ていただろうと思います。そして、多くの社会福祉士が「専門職として何ができるだろう」と考えたに違いないと信じています。

事実、千葉県内外を問わず多くの会員の方が各地で活動されました。形は様々でしたが、多くは社会福祉士しかできない支

援ではなく、支援の中で社会福祉士の専門性を役立たせるというものだったと感じています。各地での会員の方の活動を知

るにつれ、私の頭の中に浮かんでいたのはＩＦＳＷのソーシャルワークの定義であり、現在の私たちが取るべきスタンスでし

た。 

 「ソーシャルワーク専門職は、人間の福利の増進を目指して、社会の変革を進め、人間関係における問題解決を図り、人び

とのエンパワーメントと解放を促していく。ソーシャルワークは、人間の行動と社会システムに関する理論を利用して、人びと

がその環境と相互に影響し合う接点に介入する。人権と社会正義の原理は、ソーシャルワークの拠り所とする基盤である。」

(ＩＦＳＷソーシャルワークの定義より) 

 専門職団体として行政機関などへ支援の申し入れをし、社会福祉士としての支援場面を待っているというのは、この状況で

はナンセンスなのではないか。私たち自らが動かなければ、人々や関係機関などのエンパワーメントと解放を促すなんて到

底無理ではないか。社会福祉士の専門性を発揮する場面がないと支援しないというのは、専門職としての奢りではないか。

いつから社会福祉士はそんなに偉くなったのか、そう感じずにはいられませんでした。 

 今回、会として様々な取り組みをしました。内容、方法、成果等については異論反論もあるかと思いますが、私たちはこれ

から先も自分たちから声なき声に耳を傾け、手を差し伸べることが大切であると感じています。社会福祉士の出番はこれから

です。今後も会としての取組みにご協力いただければ幸いです。 

（おまけに） 私は阪神大震災、新潟県中越地震その他の災害でも現地に行くことができなかったこともあり、罪悪感にも似た

気持ちがずっと心の中に引っかかっていました。今回の震災でも同じような心境の方がいると思いますが、罪悪感を持つこと

はありません。多くの仲間と体験を共有し、今後の支援や次に来るであろう災害ではその力を貸してください。震災後ではあ

りますが、すでに震災前でもあります。 

千葉県社会福祉士会会長 神山 裕也

１０  ちば社会福祉研究「介護サービス情報の公

表制度において必要な事実確認のための
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いわき市災害ボランティア活動報告より一部抜粋
４月４日（月）
　災害ボランティアセンター運営のための資材としてスコップ１２０本とバケツ１５０個、水３０ケースを届けまし
た。いわき市災害ボランティアセンターはまだスキームができ上がっていない状況で、問い合わせにもその都
度社協職員が対応するような状況でした。運営スタッフの強化することと、キーマンとなる社協マンの負担を
軽減していくことが喫緊の課題であると感じました。積極的にボランティアや支援を求めていない印象を強く受
けました。私たち県外の人間が考える以上に、現地の皆さまは放射能のことを気にしているのだと思います。

４月９日（土）
　浦安市災害ボランティアセンター運営スタッフ１１人といわき市に行ってきました。
　実働するボランティアの数が圧倒的に少ないのが現状です。また、現地の地理に詳しい地元のボランティア
も足りない状況です。
　県外ボランティアを今後受け入れ、拡大していくためには、大学や教会、スパリゾートハワイアンズ、休業中
の工場などをボランティアに開放して、寝袋を持ってくればここに泊まれますというようなボランティアの寝泊り
できる場所などの情報を伝えていく必要があると思います。
　現在のボランティアセンターが地域の様々な力を集めるためのプラットフォームになるような運営をすること
で地域全体を巻き込んだ活動に発展していくものと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榑林　元樹

　

　榑林さんは、液状化の被害が大きかった浦安市の災害ボランティアセ
ンターで、ピーク時には１日１，０００人を超えるボランティアさんに対し、
常に感謝の気持ちを持ちながら運営に当たられていらっしゃいました。
浦安の街が落ち着いたら、ご自身だけでなく浦安の復興に尽力されたボ
ランティアチームの力を東北に届けたい！と、ネットワークを通じて働き
かけ、実際いわき市の支援でもチームでのサポートで大きな力を発揮さ
れています。
　まさにつないで広がる支援の輪。その輪は現在も大きく広がっていま
す。

　　「災害時に社会福祉士として何をすべきか」というテーマに、会とし
て取り組もうと準備をしていた３月、未曽有の震災が起こりました。後
悔先に立たず、と言いますが、災害に対しての準備ができていない
中、実際に訪れた現実に、ただ茫然とするばかりでした。
　そんな中、千葉県社会福祉士会の多くの会員が、それぞれに被災
地や遠隔避難地の被災者の方々のための支援活動に従事されてい
る、という情報が続々と入ってくるようになり、とても心強く感じました。
活動内容は、災害ボランティアセンターに登録しての泥かきや荷物整
理、ボランティアセンターの運営補助や、避難所での相談活動、チャリ
ティイベントの企画・運営など様々で、個人として、職場からの派遣や
有志で協力して、と様々なスタイルで、それぞれの皆さんが真剣に被
災者の方々への支援を行われてきました。中には、支援の継続性を
保つために会の事業として取り組むことになった活動や、派遣依頼や
書類の準備など会として間接的な支援を行わせていただいた活動も
ありました。

　ここで紹介するのは、様々な活動をされている方々のほんの一部で
す。事務局に提出された災害ボランティア活動報告書から一部抜粋し
て掲載しております。本当はどの報告書もすべて載せたい程ですが、
紙面の都合上編集させていただきました。

　  　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　被災者支援担当　鈴木　将人
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日時　４月２４日（日）
宮城県亘理町ボランティア災害報告より抜粋

　宮城県亘理町にて瓦礫や泥の撤去の作業をしてきました。（中略）ひたすら庭や漬物小屋や納屋等
に積もった泥や流れ着いた瓦礫の撤去を行うというもので、流れ着いたものの中にはたくさんの材木
や巨大な臼等から海やどこかの家から流れ着いたらしき鯉等の魚や貝などもたくさんありました。大
人９人で黙々と作業をした結果、相当な量の瓦礫や泥の撤去ができましたが、それでも全てが撤去で
きたわけではなく翌日以降も別のボランティアの方が来て継続して作業を行うであろう現実に復興ま
での長い道程を感じました。
　道中の被災地の状況等に心を痛めましたが、依頼主の気丈な姿や粘り強さ、我々ボランティアへの
優しい言葉がけ等の立ち振る舞いに逆に励まされ多くのことを学ばされました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　正憲

日時　４月２３日（土）、２４日（日）
いわき市災害ボランティア活動報告より一部抜粋

　「避難所である体育館内で女性の下着が干せないため、目隠しをつくり専用の物干し場を用意して
欲しい」というニーズがあがった。
→女子用の更衣テントは一部避難所には設置済であるが、物干し場として囲いを設けることは更衣ス
ペースとしても兼用でき有効と思われる。
→これに対し「救援ボランティア東京」という団体が簡易パーテーションを提供できるとの情報を得る。
設置スペースを確認し、避難所スタッフと打ち合わせの上「簡易パーテーション」を設置してもらうこと
となった。

　磐城高校の避難者から高校生の娘が学校でスポーツをしているので毎日入浴したいとの要望が出
ている。
→磐城高校には設備があるので、行政に小学校等と同様に校長の裁量で厨房利用、また入浴の利
用回数を決定できるよう働きかけたい。食事準備を含め利用者の役割を与えながら自主運営による
避難者の自立を促したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目黒　義昭

日時　４月１６日（土）、１７日（日）
石巻市ローラー作戦への参加レポートより一部抜粋

　医療チームとして健康調査が目的の訪問だが「住む家を探しているが家賃が倍額に値上がりして借りられ
ない」「引越しをしたいが、子どもを転校させたくない」「り災証明をとりたいが、役所が混んでいてなかなかもら
えない」そんな相談を持ちかけられる。その場で対応できない問題も多い。うまく繋いでいくことができない場
合もある。（中略）専門家の看板を背負っていながら、何もできなくて立ち尽くすことは恐怖である。災害という
場面で我々は無力である。そう感じてしまう。
　現場のニーズを汲むことは難しい。特に声が小さい者の声。声だけでなく「声なき声」にも耳を傾ける必要が
ある。ニーズを抽出したら優先順位を決め、解決する仕組みを考える。ワーカーならば誰もがやっていること
である。災害という特殊な状況下においても基本は同じである。しかし我々は現地に残るわけではない。これ
からもずっと暮らしていかなければならない現地の人を支援するのは、現地の支援者であり行政である。この
ことをしっかりと自覚し彼らを応援し支えていくことが重要であると思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本　拓馬

　石巻市の在宅避難者のローラー作戦は、千葉県にある病院の先生が始められた健康調
査で、県内外の医師やワーカーを集めて、避難所から被災した自宅に戻られた世帯のほぼ
全戸を調査しました。
　訪問した先で出会う人たちに時間をかけて寄り添いたい気持ちと、一刻を争う健康状態の
方を発見するために一軒でも多くの調査を、という使命の狭間に立っての調査だったと思い
ます。大きな意味のある調査になったと思います。

　いわき市の災害救援ボランティアセンターに、会として組織支援に入った際、
日々変わる現状の中で出てくるニーズを的確に把握しながら、申し出のあった支
援策とを結びつける、まさに社会福祉士の専門性を発揮された一件です。
　あくまでもつなぎ役として情報の結びつけを行うにとどめ、その現場にいる方た
ち自身が問題を解決していけるような働きかけをされていることに感服いたしま
す。

　被災地の現実は、瓦礫や泥との戦いです。支援のアプローチの方法はたくさ
んありますが、生活が復興するために一番必要な活動のひとつが林さんが取り
組まれた作業です。
　瓦礫等の撤去作業を行いながら、周囲の様子を観察され、依頼主の方やとも
に活動するボランティアの皆さんとの交流を持たれる中で、それぞれに伝わるこ
とも多かったと思います。翌日以降につないでいかれたことが、長い道のりを確
実に進んでいくことになると思います。
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日時　５月７日（土）午前９時から１２時半
場所　旭市飯岡小学校の避難所
内容　避難所内に相談所を開設しての相談　各居室（教室）を訪問しての相談所ご案内
感想等　飯岡では仮設住宅の建設が進み、来週くらいから入居が始まる段階に来ている。飯岡小学校は
当初市内で最も多くの避難者がおられたが現在は家に戻る方等もあり、５０名程度の方が利用されてい
るとのこと。案内を見て自らお話しをしに来てくださった方、居室での声かけに応じてくださった方などか
ら、現在の問題や津波発生時の状況、その後の避難所での暮らしぶりなどを伺うことができ、現在問題と
されている借家関係や入院中のご家族の退院にあたっての対応等へのアドバイスをさせて頂いた。今
後、仮設住宅での相談会など継続的支援が被災者に役立つことを感じることができた。

日時　５月１４日（土）午前９時から１２時
場所　旭市飯岡保健福祉センター
内容　避難所での生活相談　相談所設置のご案内
感想等　旭市地域包括支援センターから依頼を受け、避難所入所者の方の介護ニーズについての予備
的な調査を行い、同時に生活上の問題について相談を受けた。高齢者２名の世帯で、夫は要介護１で従
来からデイサービスを利用していた。津波による被害や対応、避難所生活を続けるなかで、夫の介護を
行ってきた妻も体調をくずしてきた。まもなく自宅に戻って生活することになるが、生活全般を妻一人で維
持していくことは難しく、ホームヘルパー等の支援が必要になってきたので介護保険の給付を受けたいと
のこと。併せて、成年後見制度や相続について説明を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉原　俊幸

日時　４月２９日（金）～５月１日（日）
支援前に立てた仮説をもとに活動支援を実施。
いわき市災害ＶＣ（ボランティアセンター）支援レポートより一部抜粋

・「ボランティアセンターにあがっていない潜在的なニーズが多いのは、関係機関が災害ＶＣについて存在
は知っていても、災害ＶＣの対応能力に不安があるのではないか？」
→地域包括や社協のホームヘルプセンター、特養などへの調査の中で、現状としては、ボランティアの有効
性がまだ発揮されていないように感じた。
・「人に世話になることをよしとしない気質により、周囲は気にしていても、１人で負担を抱え込み、支援につ
ながっていない人が多いのではないか？」
→情報が届いていないことと、途方に暮れて、情報を探す余裕がない状態であった。情報を届けることで救
いになる人はいるが、多数いて、まだどこにも把握されていないと感じた。
・「コーディネートできるという実績を作ることで売り込みをかければ、ニーズの流れができるのではない
か？」
→現況調査を行ったが、具体的なコーディネートで実績を作るには至らなかった。今回の支援で包括、地区
保健福祉センター、障害者作業所、病院の状況が把握できたので、今後支援に入る社会福祉士には、売り
込み、実績を作る方向で支援が進むよう期待したい。
・「周囲が気にはかけているが、本人が支援を受けることを望まないケースには、積極的な介入によるボラ
ンティアの依頼が発揮できるのではないか？（在宅ローラー作戦）」
→包括、地区保健福祉センターの現況調査の動きと寺と住民のつながりなどの情報を流すルートを把握で
きたので、社協職員へその情報を流すルートを作った。ただ、単なる聞き取りだけでなく、専門職として地域
の状況を把握したうえでの介入の必要性を感じた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口　利史

　山口さんは、いわき市の災害救援ボランティアセンターの支援に入られた際に、そこ
にいられる短い時間でより効率的な支援活動が行えるようにするため、状況の予測を
立てられていました。
　それには、その前に支援に入った方からの情報収集や、現地に入ってからの状況
確認を的確に行われたのだと思います。
ご自身の業務で行かれた他の被災地への支援での経験も取り入れ、効果的な活動
をされていらっしゃいました。

　県内で大きな被害を受けた旭市にも、会として支援を行いました。こちらは独立型社会福
祉士委員会のメンバーを中心に、避難所での相談活動の他、地域包括支援センターからの
ご依頼をいただいての訪問調査や相談支援が行われました。
　被災地では、既存の業務・社会資源が一時的もしくは中・長期的に止まったり、制限を受
けたりすることが多くあります。依頼を受けての訪問や調査など、社会資源の機能のバック
アップの体制を取ることが大事です。吉原さんは、これまでに得た経験や知識・技術を活用
して被災者の方に情報提供されていらっしゃいました。
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要
と
な
る
制
度
の
あ
り

方
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
で
す
。 

内
閣
府
で
は
、
五
月
二
一
日
に
公
開
さ

れ
た
提
言
案
に
対
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
募
集
。
コ
メ
ン
ト
募
集
期
間
は
五

月
三
〇
日
ま
で
と
短
期
間
で
し
た
が
、
社

団
法
人
千
葉
県
社
会
福
祉
士
会
は
、
被
災

者
支
援
に
直
接
関
わ
っ
た
職
能
団
体
と

し
て
、
会
長
名
で
コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
ま

し
た
。 

提
案
文
全
体
は
二
，
〇
〇
〇
文
字
を
超

え
る
た
め
こ
こ
で
の
掲
載
は
割
愛
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
内
閣
府
の
ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
に
な
る
と
、
本
会
提
出
分

も
含
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果
全

文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 
 

http://w
w

w
5.cao.go.jp/npc/shinsai/

5kai/pdf/s-1.pdf 

本
会
か
ら
の
提
案
の
主
旨
は
次
の
三

点
で
す
。 

①
担
い
手
と
な
る
専
門
資
格
に
「
社
会
福

祉
士
」
の
明
記
を
求
め
る 

②
社
会
福
祉
協
議
会
を
核
と
し
た
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
導
入 

③
既
存
の
公
共
団
体
、
公
益
法
人
が
被
災

者
支
援
に
お
い
て
主
体
的
に
活
動
し
て

い
る
事
実
を
認
め
た
上
で
の
表
記
修
正 

 

コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
反
映
し
た
修
正

文
書
『
「
新
し
い
公
共
」
に
よ
る
被
災
者

支
援
活
動
等
に
関
す
る
制
度
等
の
あ
り

方
に
つ
い
て
』
は
、
六
月
一
四
日
に
開
催

さ
れ
た
推
進
会
議
で
承
認
さ
れ
、
同
日
付

け
で
推
進
会
議
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。 

コ
メ
ン
ト
前
の
報
告
案
と
コ
メ
ン
ト

後
の
報
告
も
前
述
の
内
閣
府
ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
修
正
前

後
の
文
章
を
一
部
抜
粋
し
ま
す
。（
図
１
） 

  

こ
れ
以
外
に
も
、
文
中
多
く
の
箇
所
で

本
会
の
提
案
趣
旨
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。 

こ
の
報
告
が
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
る
の
か
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、
こ
れ
か
ら

も
被
災
者
支
援
は
続
き
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ま
の
力
が
こ
れ
か
ら
も
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
平
成
二
二
年
三
月
に
内
閣
府
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
提
出
し
た
政
府

関
連
公
益
法
人
事
業
仕
分
け
へ
の
提
案

（
財
団
法
人
社
会
福
祉
振
興
・
試
験
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
業
務
見
直
し
）
に
つ
い
て

も
、
本
会
の
提
案
が
一
つ
の
契
機
と
な
り

ま
し
た
。
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、

精
神
保
健
福
祉
士
の
受
験
手
数
料
等
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
指
定
試
験
期

間
・
登
録
機
関
の
改
善
に
関
す
る
検
討
会

が
、
平
成
二
三
年
度
中
に
厚
生
労
働
省
内

に
立
ち
上
げ
ら
れ
、
年
度
内
に
結
論
を
出

す
旨
が
平
成
二
三
年
六
月
に
公
表
さ
れ

て
い
ま
す
。 

内
閣
府
に
本
会
提

案
が
採
用
さ
れ
ま

し
た 

図１ パブリックコメント修正前後の文章 
当初案 パブリックコメント後 

１．「新しい公共」による

被災地での支援活動の環境

整備 

（１）ＮＰＯ法人の事業報

告の提出等の期限の延長 

１．「新しい公共」による被災地での

支援活動の環境整備 

（１）ＮＰＯ法人及び公益法人の事業

報告の提出等の期限の延長 

（３）資格保持者の能力の

有効活用 
・看護師、カウンセラー、

介護福祉士等資格を持った

退職者等を現地のニーズに

応じて幅広く募集し、 

（３）資格保持者の能力の有効活用 
・教員、看護師、カウンセラー、介護

福祉士、社会福祉士等資格を持った退

職者等を現地のニーズに応じて幅広く

募集し、 

２．「新しい公共」を活用

した新しい地域づくり 

（１）新しい地域づくり支

援のための支援拠点の創設 

（略） 

 

２．「新しい公共」を活用した新しい

地域づくり 

（１）被災者支援や復興のための支援

拠点とそれを支えるプラットフォーム

(略) 

とりわけ、福島県のように県外避難

者の多い状況においては、行政区域を

超えた支援のプラットフォームは有効

であると考えられる。 

（略） 
当初案全文はこちら 
http://www5.cao.go.jp/npc/shinsai/4kai/pdf/1.pdf 
パブリックコメント後の全文はこちら 
http://www5.cao.go.jp/npc/pdf/wg-shinsai-teigen.pdf 
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６ 

～
本
人
・
企
業
双
方
と
の
ラ
ポ
ー
ル

形
成
の
た
め
に
～ 

我
孫
子
市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー 

薮
野 

幸
代 

 

我
孫
子
市
で
は
、
平
成
一
八
年
度
に
「
ジ

ョ
ブ
コ
ー
チ
」
を
配
置
し
、
そ
の
後
平
成
二

一
年
度
よ
り
「
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
し
、
障
害
を
持
つ
方
の
就
労
支

援
を
市
単
独
の
事
業
と
し
て
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
、
社
会
福
祉
士
二
名
、
臨

床
心
理
士
一
名
の
三
名
が
、
専
任
職
員
と
し

て
事
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
開
始

か
ら
今
年
度
で
六
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

 

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
以
降
、
就
労

支
援
は
障
害
者
福
祉
の
中
核
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
、
福
祉
の
現
場
で
も
「
支
え
る
」

支
援
か
ら
「
送
り
出
す
」
支
援
に
ウ
エ
イ
ト

を
移
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
取
り
組
み

が
進
む
に
つ
れ
、
受
け
入
れ
る
企
業
が
障
害

の
あ
る
社
員
に
求
め
る
人
材
像
も
、
「
守
る

対
象
」
か
ら
「
一
戦
力
」
へ
と
確
実
に
シ
フ

ト
し
て
き
て
い
る
の
を
、
日
々
現
場
で
実
感

し
て
い
ま
す
。
企
業
で
働
く
障
害
の
あ
る
社

員
の
方
々
は
、
「
会
社
に
と
っ
て
重
要
な
戦

力
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
」
実
感
を
持
て

る
か
ら
こ
そ
、
就
業
前
と
は
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
程
、
清
々
し
い
表
情
で
日
々
業
務
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

 

一
方
、
送
り
出
す
側
の
認
識
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
一
般
的
に
障
害
者
福
祉
の
現
場
で

は
、
「
そ
の
人
の
得
意
な
こ
と
も
苦
手
な
こ

と
も
、
好
き
な
こ
と
も
嫌
い
な
こ
と
も
、
障

害
特
性
と
し
て
認
め
た
上
で
、
そ
の
人
ら
し

い
人
生
を
充
実
さ
せ
て
過
ご
し
て
い
く
こ

と
を
支
援
す
る
」
こ
と
が
基
本
ス
タ
ン
ス
で

す
が
、
一
般
社
会
に
お
い
て
は
、
一
部
で
そ

れ
が
そ
ぐ
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
障
害

が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
働
い
て
賃
金
を
得

る
以
上
は
、
そ
れ
に
見
合
う
分
だ
け
の
会
社

へ
の
貢
献
が
必
須
だ
か
ら
で
す
。
福
祉
の
世

界
か
ら
一
般
社
会
に
移
行
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
障
害
特
性
に
つ
い
て
も
、
活
か
す
部

分
・
ご
本
人
が
支
援
を
受
け
な
が
ら
努
力
し

て
カ
バ
ー
す
る
部
分
・
企
業
側
が
環
境
で
カ

バ
ー
す
る
部
分
を
確
認
し
、
お
互
い
に
歩
み

寄
る
こ
と
が
成
功
の
条
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

就
労
支
援
の
現
場
で
は
、
福
祉
と
企
業
と

い
う
異
文
化
間
で
の
連
携
が
不
可
欠
で
す

が
、
そ
の
文
化
の
違
い
か
ら
連
携
が
う
ま
く

い
か
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
企
業
に
と
っ
て
の
仕
事
は
、
「
障
害

の
あ
る
人
を
雇
用
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
福
祉
と
企

業
と
の
決
定
的
な
違
い
で
す
。
企
業
に
は
業

務
が
あ
り
、
納
期
が
あ
り
、
お
客
様
が
い
ま

す
。
結
果
も
ス
ピ
ー
ド
も
シ
ビ
ア
に
求
め
ら

れ
ま
す
。
福
祉
側
の
人
間
が
常
に
こ
れ
を
念

頭
に
置
い
て
い
な
い
と
、
企
業
と
の
ラ
ポ
ー

ル
は
保
て
ま
せ
ん
。 

 

就
労
支
援
の
分
野
は
、
福
祉
で
あ
っ
て
福

祉
で
な
い
特
殊
な
分
野
で
あ
る
と
日
頃
か

ら
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
飛
び
込
ん
で

い
く
障
害
の
あ
る
方
に
と
っ
て
は
、
当
然
厳

し
い
側
面
が
多
い
の
で
す
が
、
「
自
分
が
会

社
に
貢
献
し
て
い
る
」
と
実
感
で
き
、
そ
の

対
価
と
し
て
賃
金
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
何

物
に
も
代
え
難
い
充
実
感
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。 

我
々
支
援
者
は
、
福
祉
か
ら
企
業
へ
移
行

し
て
い
く
方
々
に
と
っ
て
の
、
時
に
は
滑
走

路
と
な
り
、
時
に
は
伴
走
者
と
な
り
な
が
ら
、

社
会
に
飛
び
立
ち
企
業
の
一
戦
力
と
し
て

輝
き
続
け
る
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

立
場
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
職
務
を
果
た
す
た

め
に
は
、
ま
ず
、
支
援
者
自
身
が
常
に
相
手

の
立
場
で
考
え
、
動
く
こ
と
が
必
須
で
す
。

全
て
の
支
援
は
そ
の
基
礎
の
上
に
あ
る
こ

と
を
忘
れ
ず
に
、
日
々
の
職
務
に
向
き
合
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

柏
市
障
害
福
祉
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー 

野
村 

 

聡 
 

 

現
在
、
私
は
平
成
二
三
年
四
月
に
開
設
さ

れ
た
柏
市
障
害
福
祉
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ハ
ー
ト
フ
ル
ワ
ー
ク
柏
）
で
、
企
業
へ
の

就
職
を
目
指
す
障
害
の
あ
る
方
に
対
す
る

就
労
支
援
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
開
設
し

て
日
も
浅
い
で
す
が
、
現
状
を
踏
ま
え
て
感

じ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

一
点
目
は
、
支
援
者
に
様
々
な
ス
キ
ル
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
身
体
・
知
的
・
精

神
・
発
達
・
高
次
脳
機
能
障
害
の
あ
る
方
が

相
談
に
来
所
さ
れ
、
支
援
者
で
あ
る
私
た
ち

も
障
害
に
関
す
る
知
識
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
支
援
技
術
の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

来
所
さ
れ
る
方
の
中
に
は
就
労
で
は
な

く
、
そ
の
他
の
ニ
ー
ズ
で
あ
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
見
極
め
る
た
め
に

も
、
「
ご
本
人
が
今
、
必
要
と
し
て
い
る
ニ

ー
ズ
は
何
か
、
ご
本
人
に
と
っ
て
働
く
こ
と

が
本
当
に
そ
の
方
の
利
益
に
つ
な
が
る
の

か
」
を
冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
が
支
援
者
に

求
め
ら
れ
ま
す
。
支
援
に
至
る
過
程
で
、「
ご

本
人
が
求
め
て
い
る
こ
と
に
応
え
ず
、
支
援

者
の
一
方
的
な
視
点
で
支
援
に
入
る
こ
と
」

が
な
い
よ
う
に
、
的
確
な
支
援
技
術
を
有
し

て
い
る
か
は
大
切
な
点
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

二
点
目
は
、
ご
本
人
の
「
働
き
た
い
」
と

い
う
想
い
が
、
ご
本
人
の
力
に
な
る
と
い
う

特
集
２ 

 

障
害
者
就
労
支
援
の
立
場
か
ら 
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７ 

社
会
福
祉
士
の
「
わ
」 

こ
と
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
三
日
間
の

作
業
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い
た
だ
く

機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
三
日
間
で
ご
本

人
に
と
っ
て
得
意
な
こ
と
や
、
苦
手
な
こ
と

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
す
。
こ
の
過
程
で
は
、

ご
本
人
に
対
し
て
働
く
姿
勢
や
意
欲
、
職
業

適
性
等
を
振
り
返
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
改

め
て
「
働
く
と
い
う
こ
と
」
を
整
理
す
る
時

間
に
な
り
ま
す
。
ご
本
人
が
こ
の
時
間
を
き

っ
か
け
に
働
く
こ
と
へ
の
意
識
を
高
め
、
就

労
へ
の
道
を
踏
み
出
し
て
欲
し
い
と
、
支
援

者
と
し
て
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

三
点
目
は
、
今
後
の
障
害
者
の
就
労
支
援

業
務
に
お
い
て
、
「
ご
本
人
・
企
業
・
就
労

支
援
機
関
・
地
域
」
を
つ
な
げ
ら
れ
る
接
着

剤
の
よ
う
な
役
割
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
役
割
を
就
労
支
援
担
当
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
担
う
こ
と
で
、
障
害
の

あ
る
方
が
企
業
で
働
く
こ
と
が
当
た
り
前

に
な
り
、
企
業
や
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
地
域

社
会
の
創
造
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
特
に
「
障
害
福
祉
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
」
と
い
う
機
関
に
所
属
し
て
い
る
職
員
と

し
て
、
町
村
の
中
で
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
べ

き
役
割
を
考
え
、
行
動
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 

 

ご
本
人
が
持
っ
て
い
る
力
を
高
め
る
努

力
や
、
企
業
・
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、

地
域
の
中
で
障
害
者
が
働
き
や
す
い
環
境

を
つ
く
る
た
め
の
企
画
等
、
障
害
者
の
就
労

支
援
業
務
に
は
や
る
べ
き
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
良
い
実
践
が
で
き
て
い
る
か
を
常

に
振
り
返
り
つ
つ
、
前
向
き
の
姿
勢
で
業
務

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 

成
田
市
障
が
い
者
相
談
セ
ン
タ
ー 

西
沢 

将
行  

思
い
起
こ
せ
ば
私
が
資
格
を
取
得
し
た

の
は
平
成
一
八
年
で
し
た
。
良
く
分
か
ら
な

い
の
で
、
す
ぐ
に
千
葉
県
社
会
福
祉
士
会
に

入
会
し
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
会
の
活
動
に

参
加
し
た
の
は
そ
の
一
年
後
く
ら
い
か
ら

で
し
た
。
入
会
当
初
は
メ
リ
ッ
ト
を
あ
ま
り

感
じ
な
い
ま
ま
一
年
が
過
ぎ
、
せ
っ
か
く
苦

労
し
て
取
得
し
た
資
格
が
眠
っ
て
し
ま

う
・
・
・
。
そ
ん
な
危
機
感
か
ら
、
事
務
局

に
部
会
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。 

そ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
相
談
事
業
部

会
の
就
職
フ
ェ
ア
で
し
た
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
が
幕
張
メ
ッ
セ
で
ブ
ー
ス
を
構
え
、

主
に
学
生
を
招
致
し
て
就
職
に
つ
な
げ
る
、

人
材
セ
ン
タ
ー
が
年
に
二
回
行
う
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
当
会
で
も
相
談
ブ
ー
ス
を
構

え
、
学
生
か
ら
資
格
取
得
の
方
法
や
勉
強
の

仕
方
な
ど
、
迷
え
る
学
生
の
相
談
を
聞
き
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、
ま
た
希
望
を
持
っ
て
就

職
活
動
に
臨
ん
で
も
ら
う
。
千
葉
県
社
会
福

祉
士
会
で
の
私
の
活
動
の
第
一
歩
で
し
た
。

 

そ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
自
分
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
を
し
て
、
興
味
の
あ
る
活
動
に
は

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
ケ

ア
マ
ネ
部
会
、
相
談
事
業
部
会
、
包
括
部
会

に
所
属
し
、
山
武
、
東
金
、
芝
山
、
横
芝
光

地
区
の
世
話
人
も
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研

修
部
会
で
は
国
家
試
験
対
策
講
座
の
作
問

や
、
社
会
福
祉
士
実
習
指
導
者
講
習
の
運
営

ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
や
や
収
拾
の
つ
か
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

多
く
の
活
動
を
展
開
す
る
中
で
人
脈
も

広
が
り
、
自
然
と
仕
事
を
依
頼
さ
れ
る
事
も

多
く
な
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
当

初
は
自
分
か
ら
活
動
を
求
め
、
模
索
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
活
動
の
実
績
が
評
価
さ
れ

た
の
か
、
西
沢
と
言
う
存
在
が
浸
透
し
た
の

か
、
仕
事
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
光
栄
な
こ
と
で
す
。 

特
に
最
近
で
は
、
地
域
集
会
の
活
動
に
お

い
て
と
て
も
充
実
感
を
感
じ
ま
す
。
私
は
新

潟
県
出
身
で
、
た
ま
た
ま
関
東
で
就
職
を
目

指
し
、
千
葉
県
に
転
入
し
て
き
た
者
で
す
。

在
住
は
山
武
市
で
す
が
、
こ
こ
で
も
特
に
縁

も
ゆ
か
り
も
な
い
地
域
で
す
。
地
域
集
会
の

世
話
人
を
お
願
い
さ
れ
た
時
は
、
土
地
勘
も

な
け
れ
ば
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
も
な
い
自
身

が
呼
び
か
け
て
も
来
る
も
の
か
と
自
問
自

答
を
繰
り
返
し
、
一
年
間
は
な
か
な
か
一
歩

が
踏
み
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
一

歩
が
踏
み
出
せ
た
き
っ
か
け
は
、
や
は
り
周

り
の
協
力
者
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
し
た
。
知

り
合
い
が
心
配
し
て
く
れ
て
、
地
域
の
事
業

所
や
人
物
を
紹
介
し
て
く
れ
て
、
一
緒
に
企

画
を
考
え
ま
し
た
。
平
成
二
一
年
八
月
二
九

日
に
私
が
担
当
す
る
第
一
回
地
域
集
会
を

開
催
し
、
以
降
年
四
回
の
地
道
な
活
動
を
行

い
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
こ
の
地
域
に
お
い

て
、
さ
ら
に
無
限
に
広
が
り
そ
う
な
人
脈
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
、
こ
の
活
動
の
醍
醐
味
を

感
じ
て
い
ま
す
。 

三
月
一
一
日
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

で
は
、
在
住
の
山
武
市
蓮
沼
地
区
に
お
い
て

も
二
〇
〇
世
帯
の
床
上
、
床
下
浸
水
が
あ
り
、

一
名
の
死
者
が
出
ま
し
た
。
地
元
の
危
機
と

い
う
こ
と
で
、
休
暇
を
利
用
し
て
知
り
合
い

の
地
元
社
協
に
す
ぐ
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。

徐
々
に
被
害
全
容
が
明
ら
か
に
な
り
、
人
手

が
必
要
に
な
っ
た
時
に
は
地
域
集
会
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
呼
び
掛
け
、
多
く
の
方
々
に

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
は
正
直
、
表
舞
台
に
立
つ
性
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
裏
方
が
大
好
き
な
男
で
す
。
常

に
、
そ
し
て
今
後
も
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」

で
あ
っ
て
、
そ
し
て
密
か
に
「
誰
か
の
た
め

に
力
に
な
り
た
い
」
と
思
い
な
が
ら
、
今
後

も
色
々
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 
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社
会
福
祉
法
人
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
会 

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
友
の
家 

所
長 

白
井 

正
和 

 

私
共
の
事
業
所
は
旭
市
内
の
太
平
洋
か

ら
五
〇
〇
ｍ
程
の
場
所
に
あ
り
、
ま
た
、
法

人
が
経
営
す
る
障
害
の
あ
る
人
（
児
童
）
の

医
療
・
福
祉
の
複
合
施
設
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。 

三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い

て
、
旭
市
で
は
津
波
に
よ
る
被
害
が
大
き
く

（
死
者
一
三
名
、
行
方
不
明
二
名
、
家
屋
被

害
三
，
三
〇
八
戸
）
高
齢
者
・
視
覚
障
害
者

が
亡
く
な
っ
た
。 

私
は
地
震
が
発
生
し
た
時
、
会
議
で
外
出

中
で
あ
り
、
職
場
に
連
絡
を
入
れ
た
が
電
話

が
つ
な
が
ら
ず
、
急
い
で
職
場
に
戻
っ
た
。

再
度
大
き
な
揺
れ
が
あ
り
、
利
用
者
・
職
員

と
共
に
建
物
か
ら
外
に
避
難
し
た
。
他
の
施

設
の
利
用
者
・
職
員
の
多
く
も
外
に
避
難
し

て
お
り
、
各
施
設
間
で
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

を
使
っ
て
震
災
状
況
の
情
報
確
認
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
た
。
そ
の
後

建
物
に
戻
っ
た
が
、
私
共
の
場
所
か
ら
遠
く

な
い
地
域
で
、
（
図
１
）
大
変
な
こ
と
が
起

き
て
い
た
こ
と
は
こ
の
時
点
で
確
認
で
き

な
か
っ
た
。 

以
下
、
被
災
状
況
や
対
応
を
ま
と
め
た
。 

[

当
事
業
所
の
被
災
状
況] 

地
震
・
液
状
化
に
よ
る
建
物
の
傾
き
、
壁

の
亀
裂
、
道
路
亀
裂
、
側
溝
・
入
口
コ
ン
ク

リ
ー
ト
・
浄
化
槽
・
受
水
層
破
損
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
中
断
等
（
同
法
人
の
他
の
施
設
も
そ

れ
ぞ
れ
被
害
あ
り
）
。 

[

震
災
後
の
対
応] 

一
、
利
用
者
へ
の
対
応 

・
利
用
者
・
職
員
と
外
部
に
避
難
。
家
族
へ

電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
状
態
が
続
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
独
居
等
の
安
否
確
認
を
優
先
す
る
が
、
電

話
は
ほ
と
ん
ど
つ
な
が
ら
な
い
た
め
訪
問

対
応
。
信
号
機
も
停
止
し
て
い
る
中
、
自
宅

に
戻
っ
て
い
な
い
方
も
お
り
、
通
院
先
等
へ

確
認
に
向
っ
た
。
自
宅
の
破
損
等
に
よ
り
不

安
な
方
が
三
名
お
り
、
当
事
業
所
の
一
室
を

利
用
し
宿
泊
対
応
。 

・
不
安
か
ら
通
常
の
生
活
を
営
む
こ
と
が
困

難
な
方
へ
、
生
活
支
援
を
実
施
。 

 

・
車
中
宿
泊
し
て
い
た
親
子
に
つ
い
て
、
当

事
業
所
の
一
室
を
利
用
し
宿
泊
対
応
。 

・
精
神
科
医
療
機
関
よ
り
、
安
否
確
認
で
き

な
い
人
に
つ
い
て
相
談
あ
り
。
そ
の
確
認
と

避
難
所
訪
問
、
内
服
薬
を
渡
す
。 

・
避
難
所
訪
問
し
て
い
る
心
の
ケ
ア
チ
ー
ム

（
旭
中
央
病
院
神
経
精
神
科
が
中
心
）
よ
り
、

避
難
所
利
用
者
の
対
応
に
つ
い
て
依
頼
が

あ
り
対
応
し
た
。 

・
訪
問
介
護
事
業
所
よ
り
利
用
者
が
不
安
な

状
態
と
相
談
が
入
り
、
避
難
所
の
利
用
と
訪

問
、
医
療
機
関
の
入
院
等
の
調
整
を
行
っ
た
。 

・
短
期
入
所
利
用
者
の
延
長
調
整
。 

・
被
災
に
よ
り
短
期
入
所
利
用
し
て
い
る
方

が
自
宅
に
戻
る
こ
と
が
困
難
で
、
地
域
移
行

コ
ラ
ム
「
震
災
か
ら
学
ぶ
～
旭
市
の
福
祉
施
設
の
対
応
か
ら
」 

 
図１「旭市ハザードマップ」 
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へ
の
支
援
を
行
う
。 

・
事
業
所
は
通
常
通
り
開
所
し
、
臨
時
の
対

応
と
し
た
。 

・
法
人
内
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
者
の
支
援

を
行
っ
た
。 

・
精
神
科
医
療
機
関
の
状
況
確
認
を
す
る
。

病
室
が
使
え
な
く
な
り
、
急
ぎ
転
院
・
退

院
・
入
院
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
等
が
起
こ

る ・
震
災
後
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
見
直
し
。 

二
、
職
員
関
係 

・
安
否
確
認
を
行
う
。
自
宅
の
瓦
が
破
損
し

た
職
員
が
い
た
（
法
人
内
に
お
い
て
は
被
災

職
員
あ
り
）
。 

三
、
関
係
機
関
と
の
調
整
他 

・
三
月
一
三
日
に
銚
子
市
・
旭
市
・
匝
瑳
市

の
市
役
所
障
害
担
当
課
を
訪
問
。
状
況
確
認

し
、
協
力
可
能
な
意
思
を
伝
え
る
。 

・
旭
市
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
社
会
資
源
の

確
認
（
居
宅
介
護
事
業
所
の
状
況
）
を
二
回

実
施
（
被
災
事
業
所
も
あ
り
、
利
用
者
へ
の

影
響
が
あ
っ
た
）
。
以
後
、
市
役
所
へ
情
報

交
換
と
協
力
に
つ
い
て
継
続
的
に
行
う
。 

・
中
核
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
ポ
リ

タ
ン
ク
寄
付
の
お
願
い
を
し
た
。
飲
料
水
等

多
く
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
、
事
業
所
は
も
と

よ
り
地
域
の
障
害
あ
る
方
、
被
災
し
た
住
民

や
高
齢
者
施
設
等
へ
配
布
し
た
。 

・
地
域
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と

も
に
「
旭
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
」
の
話
し

合
い
に
参
加
。 

・
建
物
被
害
等
に
つ
い
て
、
業
者
に
よ
り
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
工
事
の
実
施
。 

・
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）
、
中
核

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
話
し
合
う
。 

 

全
て
に
お
い
て
、
誰
も
体
験
を
し
て
い
な

い
こ
と
の
連
続
だ
っ
た
。
特
に
市
町
村
は
担

当
部
署
を
超
え
て
、
安
否
確
認
と
避
難
所
対

応
、
被
害
状
況
把
握
で
追
い
ま
く
ら
れ
職
員

は
疲
弊
し
て
い
た
。
避
難
所
で
生
活
さ
れ
て

い
た
方
は
五
月
二
一
日
に
仮
設
住
宅
に
移

り
、
四
か
所
の
避
難
所
が
閉
鎖
さ
れ
た
。
ま

だ
時
間
は
か
か
る
が
、
市
の
職
員
に
対
し
て

は
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
市
民
と
し
て
感

謝
し
た
い
。 

東
北
地
方
は
、
事
業
所
自
体
が
被
災
し

て
動
け
な
く
な
っ
た
。
私
た
ち
の
地
域
に
お

い
て
は
、
各
分
野
の
事
業
者
が
通
常
で
は
な

く
と
も
動
け
る
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
唯

一
の
救
い
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

多
く
の
方
々
か
ら
「
旭
市
は
ど
う
？
」
と

尋
ね
ら
れ
る
が
、
専
門
的
に
関
わ
る
足
元
の

こ
と
し
か
で
き
な
い
日
々
が
あ
っ
た
。 

今
回
、
私
た
ち
の
地
域
で
の
役
割
は
何
な

の
か
を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
専
門
性
の

分
野
で
責
任
を
持
つ
行
動
を
行
い
、
次
に
地

域
を
応
援
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
る
。 

色
々
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
会
員
の

方
々
か
ら
も
心
温
ま
る
言
葉
や
ご
支
援
を

賜
り
感
謝
し
た
い
。 
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「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
制

度
に
お
い
て
必
要
な
事
実
確
認
の

た
め
の
訪
問
調
査
」 

千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学 

研
究
科
後
期
課
程 

大
浦 

明
美 

 

一 

は
じ
め
に 

 

平
成
二
二
年
七
月
六
日
、
厚
生
労
働
省

で
の
省
内
会
見
に
お
い
て
厚
生
労
働
大

臣
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
制
度
に

つ
い
て
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
制

度
に
係
る
手
数
料
負
担
を
廃
止
す
る
こ

と
も
含
め
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。
（
省
内
会
見
二
〇

一
〇
．
七
．
六
） 

 

こ
れ
を
受
け
て
厚
生
労
働
省
老
健
局

振
興
課
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公

表
制
度
の
見
直
し
の
方
向
性
（
案
）
と
し

て
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
て
必
要
な
情

報
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し
つ

つ
、
事
業
者
等
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
行
う
こ
と
を
提
示
し
た
。 

 

そ
の
具
体
的
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
ま
ず
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

か
ら
徴
収
し
て
い
る
手
数
料
を
廃
止
す

る
。
そ
し
て
、
指
定
調
査
機
関
の
調
査
員

が
年
一
回
基
本
的
に
全
て
の
事
業
所
に

訪
問
し
て
行
っ
て
い
た
調
査
は
、
都
道
府

県
知
事
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
実
施

（
任
意
）
し
、
そ
の
際
、
訪
問
調
査
は
不

要
で
、
公
表
事
業
者
が
ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
り
公

表
情
報
を
直
接
入
力
し
報
告
す
る
方
法

を
と
る
と
し
て
い
る
。
（
厚
生
労
働
省
老

健
局
振
興
課
二
〇
一
〇
．
一
〇
） 

 

し
か
し
、
こ
れ
で
は
公
開
さ
れ
る
情
報

の
信
頼
性
の
フ
ァ
ク
タ
ー
が
な
く
、
公
的

制
度
と
し
て
実
施
成
立
に
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。 

 

そ
も
そ
も
平
成
一
八
年
四
月
か
ら
開

始
さ
れ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表

制
度
は
、
「
介
護
保
険
制
度
の
基
本
理
念

を
現
実
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
場
面
に
お
い

て
保
障
す
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
標
準
化
と
公
表
の

ル
ー
ル
化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
り
、
利
用

者
の
権
利
擁
護
や
苦
情
対
応
な
ど
と
と

も
に
介
護
保
険
制
度
を
支
え
る
重
要
な

サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
」
（
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス

振
興
会
二
〇
一
〇
）
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報

の
公
表
制
度
支
援
事
業
利
活
用
促
進
等

研
究
会
の
「
利
用
者
・
家
族
及
び
介
護
支

援
専
門
員
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
に
よ
れ
ば
、
制
度
に
関
す
る
利
用

者
の
認
知
度
（
一
割
強
）
や
活
用
率
（
三

割
弱
）
は
、
い
ま
だ
高
い
と
は
言
え
な
い
。

ま
た
、
介
護
支
援
専
門
員
に
お
い
て
は
、

そ
の
九
割
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

情
報
公
表
の
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
制
度
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
も
九
割
が
認
識
し
て

い
る
。
さ
り
と
て
、
公
表
さ
れ
て
い
る
情

報
を
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
に
お
い

て
活
用
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
（
社

団
法
人
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興
会 

二

〇
一
〇
）
ま
た
、
情
報
公
表
へ
の
不
満
と

し
て
、
手
数
料
の
ほ
か
に
毎
年
調
査
を
行

う
こ
と
や
調
査
項
目
の
多
さ
を
挙
げ
る

事
業
所
も
少
な
く
な
い
。（
豊
田 

二
〇
〇

七
・
・
八
） 

 

こ
の
よ
う
な
現
状
を
背
景
に
、
厚
生
労

働
省
に
対
し
そ
の
事
務
的
・
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
よ
う
見
直
し
の
要
望
が

あ
り
、
極
端
に
は
、
手
数
料
の
廃
止
や
公

表
制
度
そ
の
も
の
を
廃
止
す
る
要
望
ま

で
出
さ
れ
て
い
た
。
（
厚
生
労
働
省
老
健

局
振
興
課 
二
〇
一
〇
）
平
成
二
二
年
度

の
見
直
し
（
案
）
は
そ
れ
に
答
え
た
形
と

な
っ
た
。 

 

今
後
、
訪
問
調
査
が
不
要
と
な
る
の
で

あ
れ
ば
、
調
査
員
自
体
が
存
在
し
な
い
こ

と
に
な
る
。
で
は
、
正
確
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
情
報
を
事
業
所
か
ら
利
用
者
に
届
け

る
役
割
を
担
っ
た
調
査
員
は
、
こ
の
公
表

制
度
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

本
稿
で
は
、
筆
者
自
身
が
調
査
員
登
録

を
し
て
い
る
千
葉
県
を
事
例
に
取
り
上

げ
、
現
状
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
指

定
調
査
機
関
の
活
動
と
、
調
査
員
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
制
度
に
お
い
て
必

要
な
事
実
確
認
の
た
め
の
訪
問
調
査
に

つ
い
て
検
証
す
る
。 

 

二 

調
査
員
に
係
る
支
出
の
裏
づ
け 

 

平
成
二
〇
年
度
の
厚
生
労
働
省
の
指

定
調
査
機
関
運
営
状
況
資
料
（
図-

１
）

に
よ
れ
ば
、
総
収
入
内
訳
は
ほ
ぼ
事
業
者

か
ら
の
手
数
料
収
入
が
占
め
て
い
る
。
そ

し
て
、
調
査
員
の
養
成
費
、
登
録
費
、
旅

費
、
人
件
費
は
、
総
運
営
支
出
額
の
五
五
．

四
％
と
な
っ
て
お
り
、
調
査
員
に
か
か
わ

る
支
出
が
多
い
。
つ
ま
り
、
調
査
員
が
事

業
所
に
訪
問
し
て
調
査
す
る
こ
と
が
制

度
の
要
と
な
っ
て
い
る
。 

 

公
表
制
度
は
、
基
本
的
に
全
て
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
利
用
者
の
選
択
に

資
す
る
情
報
を
自
ら
公
表
し
、
標
準
化
さ

れ
た
項
目
に
つ
い
て
の
情
報
を
第
三
者

が
客
観
的
に
調
査
・
確
認
し
、
定
期
的
に

公
表
さ
れ
る
仕
組
み
（
厚
生
労
働
省
老
健

ち
ば
社
会
福
祉
研
究 

 

平
成
二
二
年
六
月
以
降
、
会
員
の
実
践
や
研
究
に
つ
い
て
の
発
表
の
場
で
あ
る
『
ち
ば

社
会
福
祉
研
究
』
は
、
独
立
し
た
冊
子
と
し
て
の
発
刊
を
休
止
し
て
い
ま
す
。 

 

休
刊
中
は
、
広
報
紙
『
点
と
線
』
の
紙
面
上
に
て
発
表
い
た
し
ま
す
。
今
回
は
、
千
葉

大
学
大
学
院
の
大
浦
明
美
さ
ん
か
ら
論
文
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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局
振
興
課
二
〇
〇
六
）
と
し
て
施
行
さ
れ

た
。
現
行
で
は
、
基
本
情
報
は
事
業
者
か

ら
の
報
告
を
そ
の
ま
ま
公
表
し
、
調
査
情

報
は
調
査
員
の
訪
問
調
査
結
果
の
報
告

を
公
表
し
て
い
る
。 

 

今
回
の
制
度
見
直
し
（
案
）
で
は
、
事

業
者
が
ｗ
ｅ
ｂ
で
情
報
を
直
接
入
力
し

た
も
の
を
公
表
し
、
都
道
府
県
知
事
は
事

業
者
の
虚
偽
報
告
等
の
不
正
行
為
が
あ

っ
た
場
合
は
、
是
正
等
を
命
じ
、
命
令
に

従
わ
な
い
場
合
に
は
、
指
定
取
消
ま
た
は

停
止
と
す
る
と
い
う
対
応
が
な
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
不
正
行
為
が
あ
っ
た
場
合

と
い
う
事
後
的
な
規
制
で
被
害
を
受
け

る
の
は
、
公
表
サ
イ
ト
の
内
容
を
信
用
し

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
高
齢
者
等

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、

不
正
行
為
に
よ
り
介
護
事
業
か
ら
撤
退

す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
利
用
者
へ

の
継
続
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
危

ぶ
ま
れ
た
コ
ム
ス
ン
問
題
が
挙
げ
ら
れ

る
。
事
業
者
の
法
令
遵
守
等
に
係
る
取
組

み
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
情
報
の
不
正
を

事
前
に
規
制
す
る
シ
ス
テ
ム
は
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。 

 

三 

情
報
公
表
制
度
に
お
け
る
調
査

員
の
活
動 

 

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
現
状
を

踏
ま
え
、
調
査
員
の
概
要
や
活
動
を
検
証

す
る
た
め
、
千
葉
県
の
調
査
員
の
要
件
と

調
査
員
養
成
研
修
の
あ
り
様
、
そ
し
て
調

査
員
の
活
動
を
示
し
述
べ
る
。 

 

三-

一 

調
査
員
の
要
件
と
調
査
員
研
修 

 

訪
問
調
査
を
行
う
調
査
員
の
要
件
に

つ
い
て
、
千
葉
県
で
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
情

報
公
表
調
査
機
関
指
定
要
綱
に
定
め
て

い
る
（
表-

１
）
。 

 

  

こ
れ
以
外
に
、
調
査
員
は
守
秘
義
務
が

課
せ
ら
れ
、
基
本
的
に
ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
報
告
と
電
子
メ
ー
ル
で
の
連
絡

が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
し
て
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
調
査
対
象
と
な

る
全
て
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
で
き

る
よ
う
調
査
員
養
成
研
修
を
受
講
し
、
調

査
員
養
成
研
修
事
業
者
か
ら
修
了
認
定

を
受
け
る
。
そ
の
後
、
千
葉
県
は
研
修
修

了
者
に
調
査
員
登
録
証
明
証
を
発
行
す

る
と
い
う
経
緯
を
た
ど
る
。 

 

厚
生
労
働
省
は
平
成
二
一
年
度
調
査

方
法
等
の
見
直
し
に
お
い
て
、
訪
問
調
査

体
制
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
調
査
は
一

律
に
調
査
員
二
名
以
上
と
す
る
の
で
は

な
く
、
規
則
上
は
調
査
員
一
名
以
上
と
し

弾
力
的
に
対
応
す
る
と
し
た
。
そ
し
て
、

実
際
の
活
動
も
基
本
的
に
訪
問
調
査
は

調
査
員
一
名
で
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
た
め
、
調
査
員
は
少
な
く
と
も
訪
問
調

査
前
ま
で
に
対
象
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

基
礎
的
な
知
識
の
習
熟
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
調
査
員
は
（
ア
）
の
要

件
で
あ
る
介
護
支
援
専
門
員
等
が
多
数

を
占
め
て
い
る
。（
イ
）
の
要
件
の
場
合
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
に
携
わ
っ
た
こ
と
が

な
い
者
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
知
識
を
習

得
し
、
単
独
で
の
訪
問
調
査
以
前
に
他
の

調
査
員
に
同
行
す
る
こ
と
で
調
査
の
ポ

イ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
い
く
。 

 

調
査
員
研
修
は
、
各
都
道
府
県
で
研
修

の
有
無
や
研
修
内
容
、
研
修
費
用
等
が
異

 
表-1 千葉県介護サービス情報公表調査機関指定要綱の指定基準・第 2 条（9） 
 

訪問調査を行う調査員は次の（ア）、（イ）のいずれかの要件を満たすものであること。 
（ア）介護サービスに関する知識をあらかじめ有するもの。 
  a 介護支援専門員 
  b 介護サービスの実務経験が１年以上あるもの 
  c 介護サービス事業所の評価経験がある福祉サービス第三者評価調査員又は地域密 
    着型サービスの外部評価員 
（イ） 介護サービス情報公表の調査員として次に掲げる介護サービス提供事業所全てに訪  
   問調査の実績があり、かつ、10 事業所以上の訪問調査を行った実績がある者とする。 
  a  居宅介護支援事業所   b 居宅サービス事業所   c 施設サービス事業所 

図-１ 厚生労働省の指定調査機関運営状況資料より
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な
っ
て
い
る
。
千
葉
県
で
は
、
全
日
程
六

日
間
で
全
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
受
講
を

基
本
と
し
て
い
る
。
研
修
は
、
円
滑
な
調

査
を
行
う
た
め
、
主
に
「
確
認
の
た
め
の

材
料
」
と
「
確
認
事
項
及
び
確
認
の
た
め

の
材
料
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
と

確
認
作
業
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
」
等
の

重
点
的
な
理
解
の
習
得
を
内
容
と
し
て

い
る
。
研
修
は
連
日
（
午
前
九
時
三
〇
分

～
午
後
五
時
三
〇
分
頃
）
で
あ
り
、
か
つ

各
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
の
確
認
作
業
が
似

通
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
研
修
内
容
も
繰

り
返
し
重
複
す
る
箇
所
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

（
イ
）
の
要
件
を
満
た
す
者
の
中
に
は
、

い
ま
ま
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
っ
て

お
ら
ず
介
護
保
険
制
度
の
内
容
か
ら
学

び
始
め
た
者
も
い
て
、
学
習
の
負
担
と
所

要
時
間
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
。 

 

三-

二 

調
査
員
登
録
者 

 

千
葉
県
の
調
査
員
登
録
証
明
証
発
行

数
は
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
増
加
傾
向
に

あ
る
（
図-

２
）。
毎
年
、
公
表
事
業
所
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
調
査
員
研
修

が
あ
り
、
そ
れ
を
受
講
し
修
了
し
た
者
は

自
動
的
に
調
査
員
登
録
さ
れ
る
。 

 

千
葉
県
の
平
成
二
二
年
三
月
末
の
統

計
に
よ
る
と
、
調
査
員
と
し
て
登
録
し
て

い
る
人
は
五
六
七
人
で
あ
る
。
実
働
者
は

四
一
五
人
、
そ
の
内
訳
と
し
て
、
調
査
員

要
件
の
（
ア
）
に
該
当
す
る
者
は
三
〇
〇

人
、
（
イ
）
に
該
当
す
る
者
は
九
〇
人
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価
調
査

員
を
兼
ね
る
者
は
二
五
人
で
あ
る
。
ま
た
、

研
修
を
修
了
し
た
が
実
績
の
な
い
者
は

四
三
人
、
退
職
し
た
者
は
一
〇
九
人
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
調
査
員
と
し
て
登

録
し
て
い
て
も
、
実
際
に
活
動
し
て
い
る

人
は
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
千
葉
県

健
康
福
祉
指
導
課
資
料
よ
り
）
。 

  

年
代
別
に
見
る
と
（
図-

３
）
、
特
に
六

〇
代
、
五
〇
代
の
調
査
員
登
録
者
が
多
い
。

実
際
、
調
査
員
要
件
で
あ
る
介
護
支
援
専

門
員
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
務
経
験
が

一
定
期
間
以
上
あ
る
者
が
多
く
を
占
め
、

そ
の
中
に
は
独
立
し
た
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
等
も
多
い
。
ま
た
、
六
〇
代
、
七

〇
代
の
中
に
は
無
職
の
者
も
多
い
。
調
査

員
は
十
分
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
知
識
の

保
有
に
加
え
、
訪
問
調
査
に
費
や
す
時
間

等
に
対
し
柔
軟
に
対
応
で
き
る
生
活
環

境
や
職
務
環
境
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
五
〇
代
～
六
〇
代
の
調

査
員
登
録
者
が
大
半
を
占
め
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。 

 

こ
の
調
査
員
登
録
者
の

状
況
は
、
実
働
調
査
員
の

定
着
化
を
示
唆
し
て
い
る
。

調
査
員
の
定
着
と
と
も
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

理
解
度
が
高
ま
る
こ
と
に

よ
り
、
訪
問
調
査
の
均
質

化
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
平
成
二
一
年
度
に

お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
調

査
員
登
録
者
（
五
六
七
人
）
の
う
ち
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
調
査
員
に
も

登
録
し
て
い
る
者
は
一
五
二
人
（
二

六
％
）
で
、
そ
の
中
で
介
護
支
援
専
門
員

は
二
一
人
で
あ
っ
た
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
情

報
公
表
の
指
定
調
査
機
関
二
一
の
う
ち

一
五
法
人
が
指
定
第
三
者
評
価
調
査
機

関
も
兼
ね
て
お
り
、
調
査
員
も
重
複
し
て

い
る
。 

  
 

調
査
員
の
活
動 

 

平
成
一
八
年
度
当
初
か
ら
毎
年
、
調
査

対
象
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
、
ま
た
、
公
表
事

業
所
件
数
も
増
加
し
て
い
る
（
表-

２
）
。 

 
 

 

 表-2 千葉県介護サービス情報公表の公表事業所数 
    
  サービス種

別類 
公表件数 調査員登録者一人

当たりの担当件数  

 平成18年度 9サービス 3,682 10.9
 平成19年度 12サービス 4,057 10.0
 平成20年度 30サービス 4,403 8.8
 平成21年度 35サービス 5,067 8.9
    （筆者作成） 

                 

 
図‐2 千葉県年度別調査員登録証明証発行数(累計) 
 

18 年度末 335 人 
19 年度末 402 人 
20 年度末 497 人 
21 年度末 567 人 

 図‐3 千葉県年代別調査員登録証明書数 

20 代 6 人 
30 代 50 人 
40 代 98 人 
50 代 133 人 
60 代 205 人 
70 代 73 人 
80 代 2 人 

計 567 人 
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こ
の
た
め
、
千
葉
県
で
も
毎
年
、
調
査
員

養
成
研
修
を
行
い
、
調
査
員
登
録
者
を
増

や
し
て
い
る
。
単
純
計
算
で
は
あ
る
が
調

査
員
登
録
者
一
人
当
た
り
の
調
査
担
当

件
数
は
若
干
減
っ
て
い
る
が
、
概
ね
一
〇

件
程
度
で
あ
る
。
今
ま
で
千
葉
県
は
指
定

調
査
機
関
が
抱
え
る
調
査
員
登
録
者
数

に
応
じ
て
、
そ
の
機
関
に
調
査
事
業
所
件

数
を
割
り
当
て
て
い
た
。
し
か
し
、
実
働

者
数
と
登
録
者
数
の
数
値
に
差
が
あ
る

の
で
、
退
職
者
を
確
認
し
実
働
に
合
わ
せ

て
平
成
二
二
年
度
に
調
査
事
業
所
件
数

割
り
当
て
の
調
整
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
上
記
に
示
し
た
平
成
二
一
年
度
の
実

働
者
に
よ
る
一
人
当
た
り
の
調
査
担
当

件
数
は
一
三
．
五
件
と
な
る
。
た
だ
し
、

調
査
員
の
都
合
（
健
康
・
他
の
就
労
状
況

等
）
に
よ
り
担
当
件
数
に
開
き
が
あ
る
の

が
実
情
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
調
査
員
の
活
動
は
指
定
調
査
機

関
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
が
、
調
査
の
流

れ
は
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
表-

３
）
。 

  

調
査
員
は
調
査
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど

お
り
に
行
う
こ
と
で
、
滞
り
な
く
事
実
確

認
の
た
め
の
調
査
業
務
を
遂
行
し
、
調
査

員
の
質
の
確
保
や
均
質
化
を
図
っ
て
い

る
。 

 

実
際
、
調
査
員
は
事
務
局
や
地
区
責
任

者
と
の
情
報
交
換
や
事
務
作
業
処
理
を

ｗ
ｅ
ｂ
に
て
行
う
。
担
当
調
査
員
の
決
定

か
ら
調
査
終
了
後
の
事
務
等
ま
で
の
一

連
の
調
査
は
、
慎
重
な
事
務
が
求
め
ら
れ

る
。
業
務
の
確
認
を
含
め
、
常
に
調
査
員

間
で
メ
ー
ル
（
Ｐ
Ｃ
・
携
帯
電
話
）
に
て

情
報
交
換
し
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の

制
度
の
根
幹
に
関
わ
る
情
報
公
表
の
信

頼
性
確
保
の
た
め
、
調
査
員
は
不
備
の
な

い
よ
う
努
め
て
い
る
。 

 
 四 

訪
問
調
査
拒
否
の
状
況
及
び

苦
情
等 

 

平
成
二
一
年
度
千
葉
県
介
護
サ
ー
ビ

ス
情
報
の
公
表
制
度
に
お
け
る
訪
問
調

査
拒
否
等
事
業
所
は
三
二
件
（
全
サ
ー
ビ

ス
五
〇
六
七
件
中
五
五
件
：
〇
．
〇
一
％
）

で
あ
っ
た
。
そ
の
事
業
所
内
訳
は
、
訪
問

介
護
一
一
件
、
通
所
介
護
一
一
件
、
福
祉

用
具
貸
与
四
件
、
居
宅
介
護
支
援
三
件
、

そ
の
他
三
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
拒
否
の
主

な
状
況
に
つ
い
て
表-

４
で
示
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

千
葉
県
や
公
表
セ
ン
タ
ー
、
指
定
調
査

機
関
に
寄
せ
ら
れ
た
事
業
者
等
か
ら
の

主
な
苦
情
内
容
は
、
①
制
度
そ
の
も
の
が

必
要
な
い
、
②
調
査
機
関
と
連
絡
が
取
れ

な
い
、
③
調
査
機
関
に
よ
り
手
続
き
方
法

が
異
な
る
の
で
混
乱
す
る
、
④
実
際
の
サ

ー
ビ
ス
と
確
認
事
項
が
か
け
離
れ
て
い

る
、
⑤
入
力
作
業
に
手
間
が
か
か
る
上
に

費
用
を
負
担
す
る
の
は
納
得
が
い
か
な

い
、
⑥
調
査
員
に
よ
っ
て
判
断
が
異
な
る

の
は
困
る
、
⑦
手
数
料
の
前
払
い
に
納
得

が
い
か
な
い
、
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
苦

情
数
と
そ
の
対
応
窓
口
と
し
て
、
県
は
一

件
、
公
表
セ
ン
タ
ー
は
一
八
件
、
調
査
機

関
二
二
件
、
合
計
四
一
件
（
平
成
二
一
年

八
月
～
平
成
二
二
年
五
月
）
で
あ
る
。
末

表-3 訪問調査員の活動の流れ 
1 担当調査員決定後 

・各調査員より当該事業所へ担当者名と

調査時期を連絡。 
2 調査 1～2 ヶ月前 

・訪問日時の調整、調査費用の振込みの

依頼、調査データ作成と提出の依頼。 
3 調査 1 ヶ月前～2 週間前 

・ 調査データの確認（記入漏れや記入

ミス等の確認）。 
4 調査 2 週間前 

・ 調査費用の振込みを確認し、未入金

の場合事業所に入金を依頼。 
5 調査実施当日 

・ 調査の目的と調査の流れを説明し、

調査開始。 
・ 調査終了後、調査員と事業所双方で

調査した紙データに間違いはないか

を確認。 
・ 事実誤認がないことについての事業

所の確認欄への署名または記名押印

の依頼。 
・ 調査済みデータの写しを事業所に渡

す。原本は調査員が持ち帰る。公表

までの流れを説明し終了。 
6 調査終了後 

・ 調査データの入力。入力データの確

認。 
    （調査の流れを簡略化し作成）

 
表-４ 平成２１年度千葉県介護サービス情報の公表制

度における訪問調査拒否等の主な内容事例 
 19 年度・20 年度拒否している。日程調整のため電

話をしたところ、調査は受審しないとの発言があっ

た。情報公表について説明するも、代表者らしき方か

ら調査制度に対する誹謗中傷があり、調査の受審を断

られた。直接訪問するも不在であった。「実施指導を

受けているので調査は必要ない」という FAX がきた。

 連絡が取れない。調査票提出の催促や、状況の確認

にための電話をかけるが留守電となり、後に折り返し

電話があった。制度についての説明等を行うが、制度

への理解不足が見られ、具体的な日程調整等ができな

い。その後、たびたび連絡したが、連絡が取れず日程

調整等ができない状況である。 
 ８度目の催促の電話で責任者と連絡が取れ、訪問調

査を行ったが、責任者が当日に急用発生とのことで新

人事務員が調査対応者となったが、調査への対応は全

くできず、調査を中断し責任者での再調査をすること

になった。その後、日程調査のため何度も連絡したが、

連絡が取れなかった。 
 長時間にわたる電話での説明、訪問しての説明を尽

くしてきたが調査票の提出をしてもらえない。 
 担当者の変更等で調査ができないといわれ、何度連

絡しても調査ができない状況である。 
 連絡不可能 
 調査したが、手数料が未納の状態である。調査機関

としてはこのまま手数料の請求を続けるとのこと 
（出所 千葉県保健福祉指導課資料に基づく） 
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端
機
関
で
あ
る
調
査
機
関
や
訪
問
調
査

員
に
苦
情
が
集
中
し
や
す
い
と
い
え
る
。 

 

苦
情
が
そ
の
ま
ま
訪
問
調
査
の
拒
否

の
理
由
と
な
っ
て
い
る
事
業
所
や
、
拒
否

の
表
明
と
し
て
電
話
連
絡
が
不
可
能
な

状
態
（
無
視
状
態
）
の
事
業
所
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
制
度
に
お
い
て

現
場
の
調
査
員
自
身
が
調
査
拒
否
や
苦

情
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

五 

事
実
確
認
の
た
め
の
訪
問
調

査
の
必
要
性 

 

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
、
ま
ず
、
指

定
調
査
機
関
の
運
営
に
お
け
る
総
支
出

に
お
い
て
、
調
査
員
に
係
る
支
出
は
半
分

以
上
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
制
度
に
お
い

て
は
事
実
確
認
の
た
め
の
訪
問
調
査
を

中
心
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
し
て
、
千
葉
県
で
は
調
査
員
の
資

格
要
件
を
規
定
し
、
研
修
を
受
講
す
る
こ

と
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
知
識
の
均
質
化

と
調
査
の
円
滑
化
を
図
り
、
情
報
の
信
頼

性
を
高
め
て
い
る
。 

 

現
在
、
実
働
調
査
員
は
定
着
し
て
お
り
、

第
三
者
評
価
調
査
委
員
を
兼
ね
て
い
る

者
も
多
い
。
活
動
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て

い
る
が
、
調
査
員
は
事
業
所
の
訪
問
拒
否

や
苦
情
の
矢
面
に
立
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
チ
ー
ム
（
地
区
）
で
情
報
交
換
、

相
談
し
、
所
属
調
査
機
関
へ
連
絡
を
と
り

な
が
ら
行
っ
て
い
る
。 

 

訪
問
調
査
の
方
法
は
、「
あ
る
」「
な
い
」

の
よ
う
に
、
利
用
者
が
見
て
客
観
的
に
判

断
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

数
年
中
に
多
く
の
事
業
所
に
お
い
て
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
制
度
で
公
表

さ
れ
て
い
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
調
査
項
目

が
「
あ
る
」
「
や
っ
て
い
る
」
に
な
る
と

予
測
さ
れ
、
比
較
可
能
な
の
は
事
業
者
の

特
徴
・
個
性
が
表
れ
る
基
本
情
報
の
部
分

だ
け
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
（
新
津
二
〇

〇
六
）
。 

 
 

 

今
後
、
制
度
の
見
直
し
の
通
り
、
公
表

事
業
者
が
ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
り
公
表
情
報
を

直
接
入
力
し
報
告
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能

の
な
い
方
法
と
す
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の

調
査
項
目
が
「
あ
る
」
に
な
る
の
に
、
そ

う
時
間
は
か
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
制

度
の
信
憑
性
も
な
く
な
る
。
事
実
確
認
を

行
う
調
査
は
制
度
の
根
幹
を
な
し
て
い

る
。
事
実
確
認
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
を

前
提
に
し
、
訪
問
調
査
頻
度
を
二
年
に
一

度
あ
る
い
は
三
年
に
一
度
に
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

訪
問
調
査
の
拒
否
や
制
度
へ
の
苦
情

を
訴
え
る
事
業
所
は
全
事
業
所
の
〇
．
〇

一
％
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
内
容

の
一
部
は
他
の
多
く
の
事
業
所
も
同
様

に
考
え
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き

る
。
実
際
の
訪
問
調
査
に
お
い
て
、
事
業

所
は
調
査
に
費
や
す
時
間
調
整
が
困
難

で
あ
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
暗
に

確
認
調
査
項
目
の
改
善
を
示
唆
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
確
認
事
項

の
内
容
の
改
善
策
と
し
て
、
ケ
ア
の
質
の

向
上
の
た
め
、
事
業
者
が
ケ
ア
の
質
を
高

め
る
べ
き
ケ
ア
領
域
な
ど
が
把
握
で
き
、

事
業
者
が
ケ
ア
の
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
・
向

上
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
な
評
価
を
制

度
内
に
位
置
づ
け
る
必
要
性
と
、
ア
ウ
ト

カ
ム
評
価
項
目
の
導
入
の
検
討
が
挙
げ

ら
れ
る
（
澤
田
、
近
藤
二
〇
一
〇
）
。
こ

れ
を
実
施
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
制
度
に
お

い
て
調
査
員
が
事
実
確
認
の
た
め
に
事

業
所
を
直
接
訪
問
す
る
こ
と
は
、
必
要
十

分
条
件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
、
調
査
員
の

活
用
の
検
討
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 

 

六 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
、
平
成
二
二
年
度
に
お
い
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
制
度
の
見

直
し
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と

を
背
景
に
、
現
行
の
制
度
で
の
調
査
員
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
訪
問
調
査
の

必
要
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 

 

調
査
員
は
、
そ
の
要
件
や
研
修
の
受
講
、

訪
問
調
査
の
実
績
等
に
よ
り
事
実
確
認

の
た
め
の
均
質
的
事
務
能
力
が
育
ま
れ

て
き
た
。
利
用
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
選

択
を
支
援
す
る
情
報
の
信
頼
性
を
確
保

す
る
た
め
に
も
、
訪
問
調
査
は
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
制
度
の
見
直
し
（
案
）
で

は
、
訪
問
調
査
は
不
要
と
し
て
い
る
。
事

実
確
認
を
し
な
い
情
報
公
表
制
度
は
、
事

業
所
の
ケ
ア
の
質
は
見
え
づ
ら
く
、
制
度

の
目
的
自
体
が
形
骸
化
さ
れ
て
し
ま
う

可
能
性
は
高
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
訪
問
調
査
員
に
焦
点
を
あ
て
て
報

告
し
た
。 

 

な
お
、
制
度
の
見
直
し
は
平
成
二
二
年

度
に
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
検
討
さ
れ

た
が
、
実
際
に
見
直
し
さ
れ
て
お
ら
ず
棚

上
げ
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
。
筆
者
と
し
て

は
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
注
視
し
て
い

き
た
い
。 

 

文 

献 

等 

・ 

社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興
会 

介

護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
支
援
セ
ン
タ
ー
（
二

〇
一
〇
）「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
制
度

支
援
事
業
利
活
用
促
進
等
研
究
会
報
告
書
」 

・ 

豊
川 

琢
（
二
〇
〇
七
）
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情

報
公
表
制
度
に
不
満
続
出 

高
額
な
手
数
料
、

頻
繁
に
行
わ
れ
る
調
査
…
」『
日
経
ヘ
ル
ス
ケ

ア
』（
二
一
一
）
六
六-

七
〇 

・ 

厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課
（
二
〇
一
〇
）

「
平
成
二
二
年
度
全
国
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情

報
の
公
表
」
制
度
担
当
者
会
議
資
料
の
情
報

公
表
制
度
に
関
す
る
最
近
の
要
望
等
」 

・ 

新
津
ふ
み
子
（
二
〇
〇
六
）『
公
表
デ
ー
タ
を

独
自
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
生
き
た
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
課
題
』

『
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
一
七
【
五
】
、
二
八

-

九 

・ 

澤
田 

如
、
近
藤
克
則
、
伊
藤
美
智
子
（
二
〇

〇
九
）「
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
公
表

制
度
の
日
米
比
較
」
『
社
会
福
祉
学
』
（Vol.

五
〇-

一
）
九
五-

一
〇
七 

・
千
葉
県
健
康
福
祉
指
導
課
か
ら
の
資
料
（
二

〇
一
〇
．
一
一
） 
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千
葉
県
社
会
福
祉
士
会 

 

事
務
局
長 
岡
本 

崇
広 

 
 （

社
）
千
葉
県
社
会
福
祉
士
会
で
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
に
あ
た

り
、
県
外
被
災
地
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

向
か
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
活
動

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
前
号

の
『
点
と
線
』
に
も
チ
ラ
シ
を
同
封
し

ま
し
た
し
、
会
の
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
災

害
情
報
集
約
ボ
ー
ド
に
も
掲
載
し
た
の

で
ご
存
知
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。 

こ
の
補
助
金
は
社
会
福
祉
士
会
だ
け

で
は
な
く
、
千
葉
県
医
療
社
会
事
業
協

会
で
も
千
葉
県
精
神
保
健
福
祉
士
協
会

で
も
、
千
葉
県
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

三
団
体
連
絡
協
議
会
を
構
成
す
る
何
れ

か
の
会
の
正
会
員
で
あ
れ
ば
利
用
で
き

る
制
度
で
す
。 

 

社
会
福
祉
士
会
会
員
以
外
を
対
象
と

す
る
こ
と
に
批
判
も
出
る
か
と
若
干
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
も
は
賛
否

渦
巻
く
理
事
会
で
も
総
会
で
も
、
こ
の

件
に
つ
い
て
は
反
対
意
見
が
出
ま
せ
ん

で
し
た
。
も
し
〝
何
故
？
〟
と
聞
か
れ

た
ら
、
さ
も
当
然
と
い
う
顔
で
こ
う
答

え
る
つ
も
り
で
し
た
。 

〝
だ
っ
て
、
同
じ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
だ
も
の
〟 

 

そ
れ
を
言
う
必
要
が
な
か
っ
た
の
は
、

三
団
体
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
皆
さ

ん
が
同
じ
思
い
を
共
有
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。 

こ
の
制
度
を
考
え
た
の
は
平
成
二
三

年
三
月
一
二
日
の
午
前
三
時
頃
、
そ
う
、

あ
の
震
災
発
生
か
ら
丁
度
一
二
時
間
が

経
っ
た
頃
で
し
た
。 

公
務
員
と
い
う
仕
事
柄
、
避
難
所
が

開
設
さ
れ
れ
ば
有
無
を
言
わ
さ
ず
配
置

さ
れ
ま
す
。
外
部
か
ら
の
情
報
が
遮
断

さ
れ
る
避
難
所
に
私
物
の
ワ
ン
セ
グ
内

蔵
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
み(

こ

れ
を
取
り
に
自
宅
へ
戻
っ
た
と
き
に
初

め
て
家
族
の
安
否
が
確
認
で
き
ま
し

た)

、
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
続
け
る
映

像
に
絶
句
し
つ
つ
「
何
か
や
ら
な
い
と
」

と
一
晩
考
え
、
出
て
き
た
案
の
一
つ
が

こ
の
補
助
金
。 

自
分
一
人
で
で
き
る
こ
と
は
少
な
く

て
も
、
皆
が
集
ま
れ
ば
で
き
る
こ
と
は

沢
山
あ
る
は
ず
。
皆
の
負
担
を
少
し
で

も
減
ら
し
、
行
き
や
す
い
環
境
を
作
る

こ
と
が
こ
の
補
助
金
の
主
な
目
的
。 

た
だ
、
こ
の
補
助
金
に
は
も
う
一
つ

隠
さ
れ
た
目
的
が
あ
り
ま
す
。 

現
地
に
行
っ
た
人
が
、
行
っ
た
先
で

お
金
を
使
う
こ
と
。
一
人
一
人
が
行
っ

た
先
の
経
済
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
。

食
事
を
す
る
、
宿
に
泊
ま
る
、
土
産
を

買
う
…
…
考
え
方
一
つ
で
す
が
、
そ
れ

ら
も
立
派
な
被
災
地
支
援
で
す
。 

勿
論
、
被
災
地
支
援
や
被
災
者
支
援

は
長
丁
場
。
Ｓ
Ｗ
の
仕
事
は
こ
れ
か
ら

が
本
番
で
す
。
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
こ
の
制

度
を
利
用
し
て
、
友
人
、
知
人
の
Ｓ
Ｗ

に
も
お
勧
め
し
て
く
だ
さ
い
。
会
員
で

は
無
い
方
に
は
、
こ
れ
を
機
会
に
入
会

す
る
よ
う
お
勧
め
し
て
く
だ
さ
い
。 

最
後
に
、
様
々
な
事
情
で
今
回
は
ど

う
し
て
も
行
け
な
い
と
い
う
方
、
そ
れ

を
負
い
目
に
感
じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
立
場
と
役
割
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き

る
こ
と
を
で
き
る
よ
う
に
、
無
理
せ
ず

に
で
き
る
範
囲
で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
う
は
言

っ
て
も
感
じ
る
人
は
感
じ
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
方
は
、
ど
う
か
そ

れ
を
大
事
に
抱
え
て
い
て
く
だ
さ
い
。

何
を
隠
そ
う
、
私
自
身
も
前
の
震
災
で

何
も
で
き
な
か
っ
た
後
悔
が
、
今
回
の

「
何
か
や
ら
な
い
と
」
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
形
で
も
、
い
つ
か
、

想
い
を
昇
華
で
き
る
と
き
が
来
る
は
ず
。

だ
っ
て
、
そ
の
時
も
き
っ
と
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
だ
も
の
。 

  

三
団
体
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

～
Ｓ
Ｗ
だ
も
の 

論文・実践報告を発表したい！ 

内容により『点と線』（年 3回発行）に掲載します。 

（お問合せ）    

事務局までＦＡＸまたはメール  

ファックス：043-238-2867  

メール：office@cswchiba.com   
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【研修等・行事のお知らせ（予定）】 

７月１６日（土）、８月２０日（土）、９月１１日（日）、１０月８日（土）、１０月２９日（土）全５日間      

２０１１年度成年後見人養成支部委託研修  ※申込は終了しております。 

７月３０日（土） 第１回基礎研修会 ※申込は終了しております。 

       ８月２０日（土）、８月２７日（土）、９月３日（土）、９月４日（日）全４日間 

                介護支援専門員受験対策講座 

       ９月 ４日（日） 介護支援専門員受験模擬試験・解説 

       ９月１７日（土） 介護支援専門員受験直前対策講座 

※ その他研修等日程が決まりましたらホームページに随時掲載いたしますので、ぜひチェックしてください。 

千葉県社会福祉士会ホームページ：http://www.cswchiba.com   

 

【会員の皆さまへお願い】 変更届の提出はお済みですか？ 

姓、住所、電話番号、勤務先が変更された場合は、日本社会福祉士会へ変更届の提出が必要です。 

      提出先：社団法人 日本社会福祉士会 事務局 TEL 03-3355-6541 

    住所：〒160-0004 東京都新宿区四谷 1-13 カタオカビル２階            

※ 変更届は日本社会福祉士会ホームページの会員専用ページ「事務諸手続きについてのご案内」からダウンロード 

できます。お届けいただいた変更内容は月末にとりまとめ日本社会福祉士会から千葉会へも連絡されます。 

  

 ようこそ！千葉県社会福祉士会へ  

氏名 居住地 勤務先 氏名 居住地 勤務先 

柿田 昭則 美浜区 NPO 法人福祉の街美浜をつくる会 鈴木 政美 松戸市 （有）京成ケアサービス 

古宮 真澄 松戸市 社会福祉法人松の実会いぶき療護苑 安原 照雄 習志野市 東京福祉大学 

峰 靖弘 野田市  山田 竜万 旭市 医療法人社団明芳会 佐原中央病院 

※ 正会員登録書「点と線掲載の可否」の項目で、可に○を頂いている方のみ掲載しております。（敬称省略） 

 

     

                  ＊＊ 新事務局員の紹介 ＊＊ 

     この度、新しく事務局に入りました半沢美由紀と申します。 

    福祉の世界のドアをたたいたばかりで分からないことだらけですが、会員の皆さまの活動をサポートして 

いけるように務めていきたいと思います。そして、社会福祉士という専門職を一般の方々にも広く知っても 

らえるように貢献できたらと思っています。どうぞよろしくお願いします。 

 

＊＊ 事務局員退職のお知らせ ＊＊  

平成２３年３月 18 日付、前事務局員の板垣が退職いたしました。 

 

平成 2３年５月末現在の会員数 

正会員 １，１６３名、 準会員 １１名、 賛助会員 ５名    合計 １，１７９名  

新年度を迎え、ともに働いてきた仲間も新しい道へ向かい事務局を卒業いたしました。これま

での尽力と功績に心から感謝いたします。そしてまた新たな仲間を迎え、千葉県社会福祉士会に

新しい風を吹き込んでくれることと思います。今回は新事務局員の紹介をいたします。事務局が

これまで以上に会員の皆さまのお役に立てるよう尽力してまいりたいと思います。今後ともあた

たかいご指導・ご鞭撻をよろしくお願いいたします。 

事務局便り 

はじめまして！ 
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